
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜研修会の内容＞ 

 

 

○ 実施日  令和７年７月 31 日（木） 

時 間    10 時 00 分 ～ 12 時００分 

 

○ 会 場  秋田県ゆとり生活創造センター「遊学舎」                            

 

○ 参加者  保育士 教諭 保育教諭 県私立幼稚園・認定こども園関係者  

（計 120 名） 

○ 講 師  聖マリアンナ医科大学神経精神科 特任教授   

       公益社団法人 全国幼児教育研究協会 理事 小野 和哉 氏  

○ 内 容   

・これまでに秋田県の教育・保育に関わる先生たちは、たくさんの特別支援や障がいのあ

る子どもの研修会や講義を受講してきました。しかしながら先生たちは、日々の小さな

悩みを抱えて毎日保育をしている。今回の研修会では、気がかりな子どもたちの対応に

ついて、医学的な見地から発達に気付きをもって保育者が学びを深めていくことを目的

とした。 

・発達に特性のある子どもの成育には、いろいろな機関と互いの連携を図ることが大切で

ある。保育者や教諭が特性を知り、気付きをもって保護者とその子どもの発達を共有し

支えることで、子どもにとって良い環境が整えられることとなる。 

・どうして近年、発達特性の問題が増えたのか。社会の変化が早くそのスピードに適応で

きないことや、社会が高度化しそれに順応できないなど、環境の著しい変化に適応でき

る人が求められる時代となった。集団教育も難しくなり、多様な答えを求められるよう

になった。乳児死亡率が少なくなったことも一因する。 

・画一性、正解主義、教師中心主義等の集団教育が教育現場で弊害を起こしたこと、発達

のバリエーションが増えたため、受動的学習から主体性や自主性が重んじられるように

なったことも大きい。これからは、教師・両親・医師・専門機関等の連携でより子ども

の発達に即した対応が大切で、コーディネーターが必要となる。両親とのコンセンサス

ももちろん大切なことである。 

・今後は、先生たちは特に自身のマインドコントロール・マインドスキルが必要で、自分 

の気持ちや状況を大切にし、今の状況から離れたり、視点をそらしたり、自分らしくす 

ることを大事にしてほしい。（子どもと共に自分も大切にする。） 
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「小さな気付きを理解と対応に変える 

    ～ 発達特性を知る ～」 
秋田支部        



                                             

〇 まとめ（成果や課題） 

・研修の呼びかけに対して参加者の年齢は幅広く、経験の少ない先生やキャリアを積んだ先生た

ちが園での立場や悩みの違いがあっても、一緒に講師の小野先生の話に耳を傾けることができ

たことが有意義であった。 

・事前に参加者から悩んでいることや、困っていること等の質問を集め、小野先生に送信した。

先生がそれらの質問に対して解決の糸口や方向等を教えてくださり、一人一人の悩みを参加者

が会場で共有することができ、いろいろな角度から子どもの特性について考える時間となった。 

・子どもの小さな特性について、質問者の問題から深く気付きを得ることが出来たことが、これ

からの保育について考える時間となった。 

                                

◎集団に入れてあげたいという保護者の要望に目が向きが

ちですが、集団にいるだけでストレスになる子どもがいる

ことを理解し、その子の特性に合った環境に変える方がよ

く育つこともあると学んだ。（保育経験 1 年目） 

 

◎様々な特性がある中で、その子に「合う環境」ではなく、

「合わない環境」を見付けることで工夫しやすくなること

を知った。（保育経験 2 年目） 

 

◎発達に特性のある子どもは、社会的ルールの判断が時とし

て難しい。体感や実感として学んでいく工夫をした関わり

をすることを学んだ。（保育経験２年目） 

 

◎特性をもっている子どもが困っていることやストレスに

感じていることを理解し、本人なりに「取り組む姿を認め

る」ということを意識していきたい。（保育経験８年目） 

 

◎身近な保育者だから分かる内側の声、困り感の表し方をキ

ャッチし、理解と対応を深めて実践していきたい。 

（保育経験 13 年） 

 

◎どのような環境が合わないかは、子どもの様子で分かると

いうことを学んだ。その上でその子どもの環境を考えると

おのずとその子の発達に寄りそう環境設定が見付けられ

るのではと考えさせられた。発達特性を知ること、しっか

り理解することが大事だと感じた。最新の情報をこのよう

な研修を通して自分自身が学びを深めていく大切さを感

じた。（保育経験 38 年） 

 

 

 

 


